
四年生から始めたサッカー 
                             小野寺宏基 

 
 僕が小学校の三年生の時にＪリーグが始まったような気がする。それを見て

僕もサッカーをやってみたいと思った。それでサッカー少年団
しょうねんだん

に入って練習
れんしゅう

を始めた。練習のない日は、自分ひとりでボールを蹴
け

っていた。僕の目標
もくひょう

は、

リフティング百回することだった。自慢
じまん

じゃないけど、僕は、運動神経
うんどうしんけい

は良い

ほうだ。毎日
まいにち

練習
れんしゅう

したので、一ヶ月もしたらリフティング百回できるようにな

った。 

 そのころの僕は、今とちがってとても元気だった。授 業 中
じゅぎょうちゅう

は、時計
とけい

を見て

早く休み時間にならないかなと思っていた。それは、友達と遊
あそ

んだり、サッカ

ーをしたかったからだ。もちろんサッカーだけじゃなく、バスケもいろんな競技
きょうぎ

も得意
とくい

だった。だから、成績表
せいせきひょう

は人に見せられない。体育は「大変よい」。六

年生までずっとそうだった。反対に勉強
べんきょう

は「頑張
がんば

りましょう」が多かった。 

 小学校では、ちょっと好きな人もいた。周
まわ

りの友達が「おまえ好きなんだろ。

告白
こくはく

しろ」と言ったので、僕は軽
かる

い気持
き も

ちで話してみた。今では笑
わら

い話
ばなし

のよう

だ。 

 体の小さい僕が西野神社
にしのじんじゃ

の相撲大会
すもうたいかい

で優勝
ゆうしょう

したこともある。小学校の三年生

ぐらいの時で、今思い出してもとても嬉
うれ

しい思い出だ。 

 六年生と中学校に入る間に倒
たお

れて病院
びょういん

に運
はこ

ばれた。何度も入退院を繰り返し

た。でも僕は、中学校でもサッカーを続けたかった。サッカー部の顧問
こもん

の先生

が居なかったので、僕は大好きな担任
たんにん

の先生に顧問
こもん

になって欲
ほ

しいとお願いし

た。先生にはこどもがいたのでちょっと迷
まよ

ったようだったけれど、最後は引き



受けてくれた。そのおかげでサッカー部ができた。もちろん僕もサッカー部に

入った。が、ほとんど練習
れんしゅう

はできなかった。何度
なんど

も入院
にゅういん

した。学校で倒
たお

れて

そのまま家に帰ることも多かった。サッカーができないことは、僕にとって本

当に悔
くや

しいことだった。 

 僕の好きなサッカー選手は「カズ」だ。「カズ」のプレーはとても素晴
す ば

らしい。

僕は「カズ」のテレホンカードを持っている。そのカードは、もったいないの

で使わないで財布
さいふ

に残
のこ

している。 

 僕がサッカーをしていた時のポジションは、左ウィングだった。シュートの

時は左足
ひだりあし

で蹴
け

る。僕のシュートで得点
とくてん

したこともある。でも僕のチームは弱
よわ

か

った。勝ったことはあまりない。だからたまに勝つととても嬉
うれ

しかった。だか

ら、仲間
なかま

と練習
れんしゅう

したり試合
しあい

するのが楽しい。 

 僕のいたサッカー少年団は、僕の二年下くらいからすごく強かった。でも二

年下の人達はべつのクラブに入った。そのわけは、学校のサッカー部の顧問
こもん

の

先生
せんせい

があと一年しか引き受けてくれないので別
べつ

のクラブに入ったということら

しい。 

 中学ではあまりサッカー部に参加
さんか

できなかったけど、高校に入る時にはサッ

カー部がある高校を選んだ。家の近くにある西高
せいこう

（定時
ていじ

）にはサッカー部がな

かったので、北高
きたこう

（定時
ていじ

）に入ることにした。北高のサッカー部の先輩
せんぱい

には、

とても上手
じょうず

な人
ひと

達
たち

がいた。その中の一人は、昼
ひる

はどこかのクラブでサッカーを

していて、夜は北高でサッカーをしていた。サッカーをする為
ため

に北高に入った

ような人だと僕は思った。その人は運動神経
うんどうしんけい

が抜群
ばつぐん

だった。僕はこの先輩
せんぱい

には敵
かな

わないと思った。でも、僕が病気
びょうき

でなかったら他
ほか

の人には負
ま

けなかっただろう。

なぜなら後輩
こうはい

に「キャプテンになってくれ」というようなことを言われるくら



いだったから。でも僕は病気だったので、キャプテンにはなれなかった。 

 高校でも病気で何度も倒
たお

れた。テスト中に倒れて担架
たんか

で保健室
ほけんしつ

に運
はこ

ばれたこ

ともある。そんな僕でも体育
たいいく

はいつもよい成績
せいせき

だった。最初に成績表
せいせきひょう

を見たら

「４」だったので思わず「なんで５じゃないんだ！」と心の中で思った。四年

間の高校生活
こうこうせいかつ

で体育はずっと４だった。でも最後
さいご

は「５」だった。僕はそれを

見て「当
あ

たり前
まえ

だよ。」と思った。病気でなかったらずっと「５」のはずだった

と思うから。 

 僕の病気
びょうき

の名前
なまえ

は、「でんかん」だ。もう十二年間の付
つ

き合
あ

いだ。でも全然
ぜんぜん

良
よ

くならない。僕はこの病気
びょうき

を早く治
なお

したい。病気が治ったら、まず一人でゆっ

くりといろんな所に行ってみたい。それから漢字
かんじ

を勉強
べんきょう

してコンピューターも

覚
おぼ

えたい。コンピューターを覚えたらどっかの会社に入って働
はたら

きたい。そうし

たら家をでて一人で暮
くら

らしたい。いつまでも親
おや

の世話
せ わ

には、なりたくない。自

分で働
はたら

いて生活できるようになったら、結婚
けっこん

もしたい。明るくて、楽しい家庭
かてい

を作りたい。そこに子供もいる。妻
つま

もいる。それが今の僕
ぼく

の夢
ゆめ

だ。 


